




















北 陸 の 植 物 第 25巻 第 3 号 昭和52年12月

諏訪湖の西側につらなる準平原状の山並みがA地域であり， 南アルプスでは一番北に位

置している。

地質は主として秩父古生層であるが， 特に白岩岳， 釜無山， 戸台川， 釜無川などには，

顕著な石灰岩の露頭がみられる（中沢敬止， 植松春雄. 1968)。

年間平均気温は， 入笠山山麓の富士見町で 9.5 ℃， 最寒月 (1 月） と最暖月 (8 月）と

の差は25℃で， 年降水麓は1,506mm を示していて， 内陸性気候を呈している （和達清夫．

1958)。

自然林は白岩岳， 横岳方面を除いてほとんど見当らない。 その理由は， 人為的伐採がす

すんでいて， そのあとヘカラマツを主とする稚樹の人工植林が目立つためである。

海抜 1,500m をこえるあたりから， 尾根筋や沢筋のプナ帯にあたるところには， スズタ

ケやウラジロモミが目立っている。 南アルプス南部の七面山とか貫ヶ岳方面（次号につづく）
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